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　私がスウェーデンのマルメオペラハ
ウスに到着した日の夜に、初めてオー
ケストラと、コーラス、ダンサー全員が
揃ったテクニカルリハーサルが行われ
ました。照明家のガイ・ホア氏と、劇場
プログラマーは、このテクニカルリハー
サルのために、数日前からGrandMA
で打ち込みをしていたので、その打ち
込んだものが、実際にステージで見ら
れる初めての機会でした。

　この公演の1幕目（前半）は、教会
中を想像させる、コンクリート（のよう
な）壁に囲まれたセットで、上手の壁
に、大きな窓が3つ並んでいます。ガイ
氏は、この窓に障子のような厚いフロ
ストを貼り付け、そこにL205など暖
色系の色を使ったパーカンや、JB AA 
LEDを当て、自然光のようなソフトラ
イトを、室内に照らし出していらっしゃ
いました。そのソフトサイドライトが、1
幕のステージで使われる、メインの灯
りであり、その色と光量加減で、時間
の経過を表現していました。ガイ氏と
演出家（兼、振付家）は、このプロジェ
クトの案について、2年前から話し合っ
ていて、1幕目は窓からのソフトライト
でいくということは、コンセプトとして
決まっていたそうです。

　しかし、テクリハの第一セッション
が終わった直後、ディレクターが顔を
青くして、ガイ氏のところへ歩み寄って
きました。「ガイ、私はあなたと10年近

く一緒にやってきて、一度もこんなこと
を言ったことがないが、今回の1幕の
照明は、照明としてファンクションして
いない。全体的に美しいのだが、ダン
サーが風景と同化してしまって、すべて
がぼやけて見える、ダンサーの動きに
集中できないんだ。このままじゃ、だめ
だ！なんとかできないだろうか？」と、
切羽詰まった様子で、ガイ氏に問いか
けてきたのです。公演オープンまで、
あと1週間。私はハラハラしながら、こ
の会話を隣で聞いていました。『照明
のコンセプト（ソフトライト）を今になっ
て全部変えるの？！そんな時間はない
でしょう。ガイ氏、どうするのだろう。』
と思いました。

　そしてガイ氏は、ショックやストレス
という表情を全く見せず、こうおっしゃ
られました。「あなたの言っていること
は、わかりました。今の状況で、できる
ことは3つあります。（上手の）サイドラ
イトはすでに（光量が）フルですが、も
う少しパンチを効かすためには、ほぼ
すべてのパーカンの色を抜くことでしょ
う。または、上手の窓のフロストを取り
外してしまうことです。フロストを外し
てしまうと、背景に多方向からの影が
散らばってしまうので、できれば、この
オプションは避けたいです。もう1つで
きることは、トップの地明かりで使って
いるJB A12（LED moving wash）の
フォーカスを変えて、パイプエンド（斜
め打ち）として使うこと。これによって、

ダンサーの輪郭が
もう少し引き立つ
はずです。これら
の修正をするため
には、最低2時間

はいただきたいです。」。私は聞いてい
て、『なんて大胆な変更だろう、2時間
で終わるのかしら』と心配になって聞
いていました。ガイ氏の、落ち着いて、
解決案と計画を明確に、淡 と々演出家
に説明する様には、プロフェッショナル
として本当に尊敬いたします。演出家
との会談の後で、ガイ氏は「ベン（演出
家）は、たまにナーバスになってあの
ようにパニックを起こすが、今日、話し
合ったことは絶望的ではない。解決可
能だし、大丈夫だ。」と、柔らかい表情
でおっしゃっていました。

　彼のような、経験豊富な照明家は、
とても柔軟性があって、現実味のあ
る解決策が、サクッと優先順位ととも
にリストとして頭に浮かび、クリアに
人に伝えることができるから、信頼
され、尊敬されるのだなと実感しまし
た。照明の技術的なスキルと同等に、
People’s skill（人との接し方）は、 プロ
ダクションで働くうえで、とても大事な
スキルだとも、しみじみ感じました。
　
　次の日の朝、ほとんどのパーカン
から色を抜き、窓のフロストはそのま
まで、1幕すべての光量の再調整と
Movingのリフォーカスを2～ 3時間
でされました。ガイ氏と、劇場プログ
ラマーの間には、互いに気の効かせ
合いとおもいやり、よい信頼関係が築
かれていたお陰で、再調整はスムーズ
に、的確に行われ、午後のテクニカル
リハーサルには、なんとか間に合いま
した。とりあえず 1幕は、ほっと一息。
来月号も引き続き、ガイ氏のシャドウレ
ポートを書かせていただきたいと思い
ます。

　今年も照明家協会の
エッセイを掲載させてい
ただいたこと、そして懲り
ずにお付き合いくださっ
た皆様に、感謝の意を表
します。来年も宜しくお願
い致します！どうぞ良いお
年をお迎えください。

1幕目の舞台と窓からのソフトライト（色を抜く前） ソフトライトの窓の裏側




